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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 98,430 △3.0 27,496 △10.5 27,854 △10.1 19,043 △13.5

29年3月期 101,479 △7.5 30,707 △12.6 30,981 △12.4 22,017 4.1

（注）包括利益 30年3月期　　20,753百万円 （△8.1％） 29年3月期　　22,587百万円 （22.5％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 470.54 ― 17.6 19.4 27.9

29年3月期 536.70 ― 22.9 23.1 30.3

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 ―百万円 29年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 152,417 113,874 74.7 2,824.32

29年3月期 135,060 102,655 76.0 2,511.68

（参考） 自己資本 30年3月期 113,874百万円 29年3月期 102,655百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 21,703 △3,245 △9,530 52,694

29年3月期 15,327 △3,503 △9,800 43,767

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 75.00 ― 75.00 150.00 6,130 27.9 6.4

30年3月期 ― 75.00 ― 75.00 150.00 6,047 31.9 5.6

31年3月期(予想) ― 75.00 ― 75.00 150.00 36.9

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 47,800 △4.1 11,700 △23.7 11,900 △23.3 8,300 △23.6 205.86

通期 94,800 △3.7 22,500 △18.2 22,800 △18.1 16,400 △13.9 406.75



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 48,439,730 株 29年3月期 48,439,730 株

② 期末自己株式数 30年3月期 8,120,458 株 29年3月期 7,568,472 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 40,470,958 株 29年3月期 41,022,994 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は、決算短信とあわせて、当社ホームページに掲載する予定であります。
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１．経営成績等の概況 

 

（１）当期の経営成績の概況 

当社グループの当連結会計年度の業績は、売上高は 98,430百万円(対前年同期比 3.0％減)、営業

利益は 27,496百万円(対前年同期比 10.5％減)、経常利益は 27,854百万円(対前年同期比 10.1％減)、

親会社株主に帰属する当期純利益は 19,043百万円(対前年同期比 13.5％減)となりました。 

 

   セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 薬業 

医薬品・医療機器につきましては、爪白癬治療剤「クレナフィン」、関節機能改善剤「アルツ」の

売上は概ね前年並みでありましたが、癒着防止吸収性バリア「セプラフィルム」の売上の減少、「ク

レナフィン」の海外導出先からの収入の減少などの影響により減収となりました。 

農業薬品につきましては売上が前年並みとなりました。 

この結果、売上高は 96,022百万円(対前年同期比 3.1％減)、セグメント利益(営業利益)は 25,840

百万円(対前年同期比 11.1％減)となりました。 

なお、海外売上高は 7,110百万円となりました。 

② 不動産事業 

不動産事業の主たる収入は文京グリーンコート関連の賃貸料であります。売上高は 2,407百万円

(対前年同期比 0.9％増)、セグメント利益(営業利益)は 1,655百万円(対前年同期比 1.6％増)となり

ました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

         当連結会計年度末における総資産は 152,417百万円となり、前連結会計年度末に比べ 17,357百万

円の増加となりました。これは主に、現金及び預金の増加によるものであります。 

負債は 38,543百万円となり、前連結会計年度末に比べ 6,137百万円の増加となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金の増加によるものであります。 

また、純資産は 113,874百万円となり、前連結会計年度末に比べ 11,219百万円の増加となりまし

た。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

            当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に

比べ 8,927百万円増加の 52,694 百万円となりました。なお、当連結会計年度におけるキャッシュ・

フローの状況と主な要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動の結果得られた資金は 21,703百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純

利益によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

         投資活動の結果使用した資金は 3,245百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得に

よるものであります。 
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     （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

         財務活動の結果使用した資金は 9,530百万円となりました。これは、配当金の支払と自己株式の

取得によるものであります。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

          平成 26年３月期 平成 27年３月期 平成 28年３月期 平成 29年３月期 平成 30年３月期 

 自己資本比率 （％） 64.0   67.0   67.6   76.0   74.7   

 時価ベースの自己資本比率 （％） 129.5   250.4   212.0   190.3   166.1   

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 30.7   28.5   14.3   25.3   17.9   

 インタレスト・カバレッジ・レシオ  （倍） 303.6   515.7   979.4   703.1   1,295.6   

    自己資本比率：自己資本／総資産 

    時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

    キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

    インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

    ※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。  

    ※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。                                                                   

※営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使 

   用しております。 

    ※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし 

   ております。 

    ※利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。    

 

（４）今後の見通し 

次期の業績につきましては、売上高は「クレナフィン」が伸長するものの、薬価改定の影響を吸

収するまでには至らず、減収を見込んでおります。利益は研究開発費の増加もあり、減益となる予

定です。連結売上高は 94,800百万円、営業利益は 22,500百万円、経常利益は 22,800百万円、親会

社株主に帰属する当期純利益は 16,400百万円を見込んでおります。 

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、海外に連結子会社を持たない現状を踏まえ、日本基準を適用しております。 

日本の会計基準は、これまでのコンバージェンスの結果、高品質かつ国際的に遜色のないものとなっ

ていると認識しておりますが、引き続き、金融庁企業会計審議会での議論等を注視しつつ、会計基準の

適切な選択につとめてまいります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

 　　（継続企業の前提に関する注記）

　　 　該当事項はありません。

　 　（セグメント情報等）

 １．セグメント情報

（１）報告セグメントの概要

　　 当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

　 あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

　 のであります。

　　 当社グループは、医薬品、医療機器及び農業薬品の製造・販売並びに不動産賃貸の事業を営んでおり、業種

　別に事業に従事する経営スタイルを採用しております。また、各事業の運営は、事業ごとに主体的に行われ、包括

　的な事業戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　　 したがって、当社グループは、事業の運営を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「薬業」及び「不

　動産事業」の２つを報告セグメントとしております。

　　「薬業」は、医薬品、医療機器及び農業薬品の製造・販売を主とし、「不動産事業」は、文京グリーンコート関連の

　不動産賃貸を主としております。

（２）報告セグメントごとの売上高、利益、資産及びその他の項目の金額の算定方法

　　 報告セグメントの利益は、営業利益であります。

　　 また、共用資産については、各報告セグメントに配分しておりませんが、関連する費用については、合理的な基

  準に基づき各報告セグメントに配分しております。

（３）報告セグメントごとの売上高、利益、資産及びその他の項目の金額に関する情報

　　 前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

    売     上     高

外部顧客への売上高 99,093 2,386 101,479 ― 101,479

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ― ―

計 99,093 2,386 101,479 ― 101,479

　　セグメント利益 29,078 1,629 30,707 ― 30,707

　　セグメント資産 76,876 10,815 87,692 47,367 135,060

    その他の項目

減価償却費　（注）２ 1,780 317 2,098 ― 2,098

1,603 87 1,690 ― 1,690

（注）１．

２．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用が含まれております。

セグメント資産の調整額47,367百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、
主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増
加額　（注）２

報告セグメント
調整額
(百万円)
（注）１

連結財務諸
表計上額
(百万円)

薬業 不動産事業 計
（百万円）（百万円） （百万円）
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　　 当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

    売     上     高

外部顧客への売上高 96,022 2,407 98,430 ― 98,430

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ― ―

計 96,022 2,407 98,430 ― 98,430

　　セグメント利益 25,840 1,655 27,496 ― 27,496

　　セグメント資産 85,397 10,554 95,952 56,464 152,417

    その他の項目

減価償却費　（注）２ 1,896 303 2,200 ― 2,200

2,931 41 2,972 ― 2,972

（注）１．

２．減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用が含まれております。

セグメント資産の調整額56,464百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、
主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増
加額　（注）２

報告セグメント
調整額
(百万円)
（注）１

連結財務諸
表計上額
(百万円)

薬業 不動産事業 計
（百万円）（百万円） （百万円）
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２．関連情報

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

 （１）製品及びサービスごとの情報

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 （２）地域ごとの情報

  　 ① 売上高

      本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

     ② 有形固定資産

      本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 （３）主要な顧客ごとの情報

　顧客の名称又は氏名 売上高 （百万円） 　　関連するセグメント名

アルフレッサ㈱ 17,375 薬業

㈱スズケン 16,357 薬業

㈱メディセオ 15,016 薬業

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

 （１）製品及びサービスごとの情報

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 （２）地域ごとの情報

  　 ① 売上高

      本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

     ② 有形固定資産

      本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 （３）主要な顧客ごとの情報

　顧客の名称又は氏名 売上高 （百万円） 　　関連するセグメント名

アルフレッサ㈱ 17,069 薬業

㈱スズケン 15,779 薬業

㈱メディセオ 14,573 薬業

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり純資産額 2,511円68銭 2,824円32銭

 １株当たり当期純利益金額 536円70銭 470円54銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 22,017 19,043

 普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 当期純利益（百万円）

22,017 19,043

 普通株式の期中平均株式数（千株） 41,022 40,470

　　　３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 純資産の部の合計額（百万円） 102,655 113,874

 純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

 普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 102,655 113,874

 １株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
 普通株式の数（千株）

40,871 40,319

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日

    至 平成30年３月31日）

前連結会計年度
（自 平成28年４月１日

    至 平成29年３月31日）

前連結会計年度 当連結会計年度
（平成29年３月31日） （平成30年３月31日）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平成28年４月１日 （自 平成29年４月１日

    至 平成29年３月31日）     至 平成30年３月31日）
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４．その他

(役員の異動)

（１）代表者の異動

該当事項はありません。

（２）その他の役員の異動（平成30年６月28日付　予定）

① 昇格予定

常務取締役 堀内　裕之 （現　取締役営業本部長）

② 退任予定取締役

常務取締役 小西　博一 （経営顧問就任予定）

③ 新任監査役候補

常勤監査役 土井　直巳 （現　信頼性保証部担当部長）

④ 退任予定監査役

常勤監査役 青山　正徳 （経営顧問就任予定）
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